
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
履
歴
書
に

趣
味
は
書
け
て
も

特
技
な
し
）
（
国
の
た
め

酒
と
タ
バ
コ
は

や
め
ら
れ
ぬ) 

（
担
当
者

問
題
起
き
れ
ば

第
三
者
）
（
父
の
日
に

香
水
で
は
な
く

フ
ァ
ブ
リ
ー
ズ
）

ば
同
好
会
』
の
上
田
さ
ん

の
力
を
借
り
て
、
今
年
は

『
ソ
バ
』
の
作
付
等
の
体

験
を
行
う
。
米
を
作
る
概

念
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
ソ

バ
作
り
と
地
域
の
環
境
問

題
の
取
り
組
み
と
し
て
良

い
機
会
と
し
た
い｣

旨
の

挨
拶
を
述
べ
た
。

委
員
会
で
は
先
ず
、
報

告
事
項
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の｢

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ

救

援

米

の

取

り

組

み｣

、｢

中
越
地
協
に
お
け

る
救
援
米
の
取
り
組
み
や

昨
年
度
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク

に
い
が
た
へ
の
寄
贈
米｣

等
と
、

17
年
度
も
昨
年

度
同
様
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
た
が
、
協
力
者

と
の
条
件
不
一
致
や
時
期

的
に
難
し
く｢

田
植
え
・

稲
刈
り
」
を
断
念
し
た
こ

と
等
の
経
過
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
前
述
の
と
お

り
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
見
附
事
務
所
応
援
団

『
見
附
元
気
助
け
合
い
の

会
』
と
『
ソ
バ
同
好
会
』

の
協
力
を
得
て
『
ソ
バ
撒

き
・
蕎
麦
打
ち
』
と
『
ソ
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｢

稲
刈
り
編｣

と
し
て
取
り

組
ま
れ
た
も
の
だ
。

矢
島
実
行
委
員
長
は
開

催
に
あ
た
り｢

連
合
中
越

地
協
や
、
な
が
お
か
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
見

附
事
務
所
応
援
団
『
み
つ

け
元
気
助
け
合
い
の
会
』

と
も
関
わ
り
の
あ
る
『
そ

｢

農
業
・
食
料
・
環
境

問
題
を
学
ぶ｣

２
０
１
７

年
度
長
岡
地
区
第
１
回
実

行
委
員
会
が
、
５
月

19

日(

金)

午
後
６
時

30
分

か
ら
長
岡
市
勤
労
会
館
で

開
か
れ
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
昨

年
度
ま
で｢

田
植
え
編｣

と
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数(

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｉ)

が
１
４
４

カ
国
中
１
１
１
位
で
、
完

全
な
平
等
社
会
と
な
る
の

は
１
７
０
年
後
か
も
し
れ

な
い
こ
と
、
Ｍ
字
カ
ー
ブ

や
長
時
間
労
働
、
男
女
間

賃
金
格
差
と
欧
米
諸
国
と

の
違
い
が
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
仕
事
と
子
育
て
や

介
護
等
の
両
立
支
援
に
関

す
る
職
場
課
題
等
が
述
べ

ら
れ
た
。

６
月
は
男
女
平
等
月

間
。

12
日･

13

日
に
女

性
の
た
め
の
労
働
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
行
う
。

連
合
新
潟
が
主
催
す
る

男
女
平
等
研
修
会
が
、
５

月

10
日(

水)

午
後
に
開

か
れ
た
。

講
師
の
井
上
久
美
枝
氏

(

連
合
男
女
平
等
局
総
合

局
長)

は
、｢

男
女
平
等
社

会
に
お
け
る
現
状
と
『
男

女
平
等
月
間
』
を
見
据
え

て
の
課
題
と
取
り
組
み｣

と
題
し
講
演
を
行
っ
た
。

講
師
か
ら
は
、
日
本
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指

が
協
議
さ
れ
た
。
こ
の

内
、｢

ヤ
ン
グ
ユ
ニ
オ
ン

サ
ー
ク
ル
交
流
会｣

(

６
月

９
日
開
催)

は
、
第
１
部

｢

お
金
に
ま
つ
わ
る
話｣

(

講
師
・
労
働
金
庫)

と
第

２
部｢

交
流
会｣

は
、
Ｎ
Ａ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
司
会
と
し
て
、
全
体
で

80
名
規
模
と
す
る
こ
と

等
を
決
定
し
た
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流｢

ボ
ウ
リ

ン
グ｣

を
７
月
28
日
に
行

う
事
を
決
定
し
た
。

両
事
業
に
多
く
の
参
加

を
期
待
し
た
い
。

り
、
打
っ
た
ソ
バ
を
食
す

こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
今

ま
で
好
評
だ
っ
た｢

ト
ン

汁｣

も
提
供
す
る
。

な
お
、
ソ
バ

ア
レ
ル

ギ
ー
の
方
や
子
供
だ
け
の

参
加
は
、
安
全
面
か
ら
で

き
な
い
も
の
と
し
た
。

ま
た
、
秋
の
ソ
バ
刈
り

は
、
第
２
回
実
行
委
員
会

で
扱
う
こ
と
と
し
た
。

連
合
中
越
地
協
青
年
女

性
委
員
会(

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

委
員
会)

第
６
回
委
員
会

が
、
５
月

17
日(

水)

午

後
６
時

30
分
に
開
か
れ

た
。委

員
会
で
は
報
告
事
項

と
し
て
、
委
員
会
研
修
会

と
第

88
回
メ
ー
デ
ー
長

岡
地
区
大
会
が
報
告
さ
れ

た
。
特
に
、
メ
ー
デ
ー
大

会
に
つ
い
て
、
全
体
と
し

て
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
こ

と
、
抽
選
番
号
が
見
え
づ

ら
か
っ
た
こ
と
、
景
品
受

け
取
り
場
所
の
表
示
を
工

夫
す
る
こ
と
等
が
反
省
点

と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
次
年

度
に
向
け
検
討
を
求
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。

次
に
、
今
後
の
活
動
等

バ
刈
り
』
を
行
う
と
の
報

告
が
あ
り
確
認
さ
れ
た
。

次
に
、
具
体
的
な
取
り

組
み
が
次
の
よ
う
に
提
起

さ
れ
決
定
し
た
。

◆
２
０
１
７
年
度
実
行

委
員
会
体
制
は
例
年
同

様
、
◆
ソ
バ
撒
き
と
ソ
バ

刈
り
を
行
う
。
場
所
は
見

附
市
葛
巻
地
内

20
ａ
、

◆
協
力
団
体
は
『
ソ
バ
同

好
会(

代
表
上
田
健
治)

』

と
『
み
つ
け
元
気
助
け
合

い
の
会
』
、
◆
ソ
バ
の
品

種
は
農
林
１
号
、
◆
日
程

は
７
月

30
日(
日)

午
前

９
時

30
分
、
◆
７
月
の

内
容
は
『
ソ
バ
撒
き
』
と

『
ソ
バ
打
ち
』
等
で
あ

連
合
中
越｢
農
業
・
食
料
・
環
境
問
題｣

を
学
ぶ

蕎
麦
同
好
会
の
指
導
を
受
け
、
見
附
地
域
内
で
７
月
30
日
計
画
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先
週
、
地
域
の
団
体
と
し
て

｢

長
岡
市
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア｣

市
民
バ
ザ
ー
ル
に
参
加
し
て
き

た
。
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
平
成
４

年
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
40
周
年

記
念
大
会
が
、
長
岡
市
で
行
な

わ
れ
て
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
、

今
年
で
第

25
回
を
迎
え
た
▼

我
々
の
会
は
、
16
年
に
、
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
が
地
区
で
開
か
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
前
年
よ
り
参
加
し
て
き

た
。
地
域
に
は
、
樹
齢
８
０
０

年
と
言
わ
れ
る
天
然
記
念
物｢

大

積
の
大
つ
つ
じ｣

が
あ
り
、

10

年
か
ら
挿
し
木
で
白
つ
つ
じ
の

里
づ
く
り
を
手
掛
け
、
毎
年
５

百
本
か
ら
３
千
本
程
の
挿
し
木

を
行
っ
て
き
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
天
然
記
念
物
の
子
孫
か
ら
の

挿
し
木
だ
。
こ
の
間
に
は
、
２

千
５
百
本
が
全
滅
し
た
年
も

あ
っ
た
が
、
今
に
続
い
て
い

る
。
前
述
の
16
年
に
は
、
苗
木

を
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
に
千
本

以
上
提
供
し
た
▼
今
年
の
フ
ェ

ア
に
は
、
小
学
校
の
子
供
た
ち

が
昨
年
挿
し
木
で
育
て
た
苗
木

で
苔
玉
を
つ
く
っ
て
出
店
し

た
。
苔
玉
は
子
ど
も
だ
け
で
つ

く
る
の
は
難
し
く
、
小
学
校
の

応
援
団
や
地
域
の
老
人
会
の
人

達
と
一
緒
に
作
っ
た
。
出
来
栄

え
は｢

大
丈
夫｣

の
お
墨
付
き
を

得
て
、
さ
て
、
幾
ら
で｢

？｣

、

｢

売
れ
る
？｣

。
子
ど
も
達
が
声

が
け
す
れ
ば
き
っ
と
売
れ
る
で

し
ょ
う
。
子
ど
も
達
は
土
曜
日

午
前
中
に
参
加
し
た
。
10
時
に

の
ぼ
り
を
持
ち
、
声
か
け
行
商

開
始
。
結
果
は
、
12
時
２
分
前

に
百
本
完
売
で
万
歳
三
唱
。
一

方
、
我

々

は
、
土

曜

日

に

数

本
、
日
曜
日
を
あ
わ
せ
て
30
本

程
を
販
売
し
た
▼
こ
ん
な
調
子

で
13
年
ほ
ど
経
っ
た
。
地
味
な

活
動
だ
が
、
挿
し
た
本
数
は
２

万
本
を
超
え
て
、
苗
木
は
市
内

外
に(

県
外
に
も)

広
が
っ
て
い

る
。
今
年
は
、
小
雪
で
あ
っ
た

の
で
、
つ
つ
じ
の
花
は
素
晴
ら

し
か
っ
た
。
苔
玉
作
り
で
小
学

校
に
お
邪
魔
し
た
際
も
、
15
年

と
16
年
に
親
子
で
植
え
た
も
の

が
、
大
き
く
成
長
し
校
庭
に
咲

き
誇
っ
て
い
た
。
継
続
は
力
な

り
の
思
い
が
す
る
。
因
み
に
、

長
岡
市
の
花
は
、
つ
つ
じ
だ
。

事務局長

小林 守≪№247≫

 東蔵王２

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

第
６
回
委
員
会
を
開
催

第42回勤労者ゆとり釣魚大会

日時 6月11日(日)5:00～

場所 柿崎中央海水浴場付近

第2回支部代表者会議

日時 6月10日(土)14:00～

場所 まちなかｷｬﾝﾊﾟｽ長岡

連
合
新
潟

男
女
平
等
研
修
会
開
く
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
試
食
品

そ
ん
な
に
食
べ
な

わ
か
ら
ん
か
）
（
休
む
理
由

ご
め
ん
叔
父
さ
ん

二
度
も
死
ぬ
）
（
会
社
で
も

家
で
も
あ
て
に

さ
れ
て
な
い) 

（
美
容
院

年
に
三
回

ポ
チ
五
回)
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連合中越加盟単組紹介
― 全新潟タクシー労組三越分会―

 51

全新潟タクシー労組三越分会の、一年間の活動を紹介

します。

11月「定期大会」。元日に会社の「年賀交換」。4月

に創業記念式典「洗車会」。

今年で創業64周

年を迎えました。

この時に勤続功労

賞、努力賞などの

社員表彰を行いま

す。以前は6月に

社員旅行がありま

したが、高齢化に

よる乗務員不足の

為、実施しており

ません。

事故防止による勉

強会を法令に定めて

ある通り定期的に実

施しており、会社一

丸となって日々「安

全運転」に心掛け、

取り組んでおりま

す。


